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尊 い 命 を 守 る た め に 

新緑の綺麗な季節になりました。子どもたちは、すっかり学校の生活リズムに慣れて、様々な学習活動に意

欲的に取り組んでいます。新型コロナウイルス感染症が5月8日に5類に移行されました。マスクを外している

子どもたちが多くなり、５月の心地よい気候も相まって、毎日、子どもたちは元気に運動場で遊んでいます。 

さて、６月は様々な学校行事が予定されていますが、今回は、２日（金）に予定している避難訓練（火災）

について触れてみたいと思います。ご存知の通り、火災は、発生すると短時間で、建物全体を炎や煙で飲み込

みます。避難が少しでも遅れると、人は、たくさん煙を吸って意識を失い、大切な命を失うリスクが高まりま

す。火災も津波等の避難と同じく素早く非難することが大切です。 

消防庁の統計によりますと、令和３年、全国での総出火件数は 35,222 件でした。これは、おおよそ１日

あたり 96 件で、 15 分ごとに１件の火災が発生したことになります。火災種別でみると建物火災が 

19,549 件と一番多く、火災による総死者数は1,417 人となっています 。 

私自身、幼いころから何度か火災を目の当たりにすることがありました。案外、火災は身近にあり、恐ろし

いものであると言えます。あってはならないことですが、学校でも火災はいつどこで発生するかわかりませ

ん。自分の命を守るために、日ごろから意識しておくこと、そして避難訓練を自分事として捉え、考えながら

避難することが大切だと思います。子どもたちには避難の鉄則である、「お（おさない）か（駆けない）し

（しゃべらない）も（もどらない）」をしっかり守り、２日（金）の避難訓練に取り組んでほしいと思いま

す。                     

めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい子 
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